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KP23 
生活環境圏におけるCO2濃度の計測と検証

，~~~~~河

~~J 
飯田大貴（茨城大学），奥出信一郎（千葉大学）．轟子直弘（千葉大学）

久世宏明（千葉大学），桑原祐史（茨城大学）

｜背景と目的 ｜ 
地球ょにおけるCO2の濃度は年々I倍加し。 2015年には地球大気全体の平

均濃度が400ppmを超えたことが分かった．茨城大学では2007年から県内の

生活環場圏を対象とし．数か所に簡易型の百葉箱を設置Eし定点観測を行っ
てきたしかしこの観測方法では。定点で得られたデ－ヲがその周囲の濃度
と必ずしも一致しないことがある
本研究では，DOA$法を用いて広範囲においてCO2濃度を計測するニとで定

点綴測で得られるデータの影響範囲を調べることを目線とする．

［研究百流れ

研究の背景を

DOAS；去によるCO2濃度｜ ｜百葉絡を用いたCO2I ｜緑被率の推定。土地手IJ
の観測 ｜ ｜ 濃度の観測l ｜ ｜ 用図の作成

風向風速の絞j剣

影響範囲の検鉦

f'igl研究のi斑れ

｜百葉箱による定点観測 ｜ 

現在茨城大学が管理している百葉

箱は。目立，古河．守谷。大子．潮
来，Z良否．つくIi.目高萩。石岡．常陸
大宮．阿見の11カ所である．各観測
点において長期的にCO2の濃度観

法l隆行い．観測されたデータと土処
利用や線被怒との関連性を考慮す
ることを目的としている．
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Fig2.目立m（茨娘夫学工学邸｝の百ll箱

付 CO2平均濃度（2017/2/2)
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Fig3.目立市｛茨城大学工学錦）の百葉箱
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F国..目立市土地利用図

looAs法による長距離観測 ｜ 
DOAS（差分吸収分光）；創立大気中の長光路で光を伝織させ，光路中の微量

成分（COl濃度等｝の平均濃度を観測する手j去である広綬，長距費量で針演l
データを得ることが可能であり，使用する光源を変えることで.t華々な大気中
の物質を同時に計測することができるといった利点がある

今回．茨減大学では目立市におけるCO2濃度の定点観測で得られるデータ

の影響範囲を調べるために装霞を設箆し計測を行った．以下に使用した実
験器異を示すφ

F坦s.受光用。後光用車E遠鏡1左ト分光韓基.ASE光源（右）

DOAS法には受動型と能動型

があるが，今回は光を投光しり

フレクターで反射させ戻ってきた

光を用いて計測する方法で実験
を行った．リフレクターは小型の

ものを．目立徳ケ丘病院の屋上
に設澄し往復で約7400mの距離
で計測を行った，

町雨量貰潤する区間
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Fig7.実験で得られたデ－骨とシミュレーシヨンとの比鮫

｜まとめと課題 ｜ 

2017年2月2日に計測を行い。波形がよく取れたデータを選び同日同
時刻lにおける定点観測で得られたデータと比較を行った．

定点観測で得られたデータではDOASの観測を行った時間聖書のCO2平
均濃度｜ま427.3ppmであった．対して。 DOASによって得られたCO2濃度

は423.Sppmと非常に近い健となったこれは観測地点から半径約
3.7kmの影響を捉えていると考えられる。

今後の課題は風向風速によるCO2の濃度変動や，土地利用の特性を

踏まえたうえで影響範囲を検便すること。 DOASによる多方向の同時計
測。長時間の計測を行い目立市のCO2濃度の変動との比較を行うこと

である．
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